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機械器具 74 医薬品注入器 

一般医療機器 注射筒・針用アダプタ（35384000） 

０ＭＰオスメスコネクタ 
再使用禁止 
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【形状・構造及び原理等】 

1. 形状・構造 

本品は下図のおすめすコネクタ、ルアーロック付きアダプ

タ及びキャップからなる。 

 

 

 

 

 

 

2. 薬液に触れるおすめすコネクタの材質： 

ポリカーボネート（PC） 

 

3. 原理 

本品のめすルアーロック嵌合部が注射筒等と嵌合できる

もので、おすルアー嵌合部がライン吸引管や接続回路等の

めすルアー嵌合部と接続できるもので、またルアーロック

アダプタの使用により適度に固定することができるもの

である。 

 

【使用目的又は効果】 

注射筒をチューブ、コック、その他の構造に接続するため

に使用されるルアーロック付きおすめすアダプタである。 

 

【使用方法等】 

1. 滅菌袋及び製品に異常がないことを確認後開封し製品を

取り出す。 

2. おすめすコネクタのめすルアーロック嵌合部を注射筒等

の先端のおすルアーロック部に取付ける(ねじ込みながら

嵌合させる)。 

3. キャップを引いて取り外す。 

4. おすめすコネクタのおすルアー嵌合部にライン吸引管等

を装着する(嵌合)。 

・薬液入り注射筒等の場合は本操作が省かれる 

 

5. 薬液を注射筒等に吸引された後、ライン吸引管等を取り

外す。 

・薬液入り注射筒等の場合は本操作が省かれる 

6. 接続回路に付け替えて固定する。(接続回路に固定する際

は、ルアーロックアダプタのねじ込みに抵抗を感じてか

ら 90～180°締め込むと適度に固定される。) 

<使用方法に関連する使用上の注意> 

• おすルアー嵌合部に接続回路のエクステンションチュー

ブ等を接続する際は、ルアーロックアダプタを強くねじ込

み過ぎないように注意すること。（ねじ込み抵抗を感じて

から約 90～180°締め込むと適度に固定される。） 

 

【使用上の注意】 

• 本品を使用する際は、硬質の物で強打しないこと。［本品を

破損する恐れがある。］ 

• 本品のおすめすルアー嵌合部は ISO594-1 に準拠している

が、接続相手側が同様の規格に準拠している場合でも絞め

方や接続後の取扱い等により、接続が緩むまた過度な締め

付けにより破損する可能性がある。 

• 使用前又は使用中ひび割れ等の異常が確認された場合は、

直ちに新しい製品と交換すること。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

<保管方法> 

水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて保管する

こと。 

<使用期限> 

箱のラベル及び滅菌包装の記載に参照(自己認証による)。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元及び製造元： 

栃木精工株式会社 

〒328-0012 栃木県栃木市平柳町２丁目１番５号 

TEL：0282-27-1133 

 

 

【禁忌・禁止】 

• 再使用禁止 

• 脂肪乳剤及び脂肪乳剤を含む医薬品、ヒマシ油等の油

性成分、界面活性剤又はアルコール等の溶解補助剤な

どを含む医薬品を投与する場合及びアルコールを含

む消毒剤を使用する場合は、本品のひび割れについて

注意すること。［薬液により本品にひび割れが生じ、血

液及び薬液漏れ、空気混入等の可能性がある。特に全

身麻酔剤、昇圧剤、抗悪性腫瘍剤及び免疫抑制剤等の

投与では、必要な投与量が確保されず患者への重篤な

影響が生じる可能性がある。］ 
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